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令和６年度を振り返って 

平成 11 年（1999 年）7 月 20 日に開館した生命の海科学館は、令和 6 年の夏、25 周年を迎えました。開館当

初に遊びに来てくれた小学生は、もう皆 30 代です。もしかしたら当時の自分と同じくらいの年の子どもを連れ

て、館を訪ねてくれているかもしれません。実際、「子どもの頃に友達と自転車で通っていた」というお声や、

「小学生の頃よく連れて来ていた息子が、大学で地学系の学部に進学した」などのお話も伺ったことがありま

す。大変嬉しく思うとともに、背筋の伸びる思いがいたします。子どものころにお好きだった科学館は、25 年

を経て今も魅力的な館でしょうか？初めて訪れるお子さんにとって、生命の海科学館は今も新鮮な驚きと楽し

さに満ちた場所でしょうか？古くなった什器の修理に駆け回り、化石や隕石のお世話をしながら、日々心の中

で問い続けています。 

科学館の 25 周年は、同時に蒲郡市にとっては市制 70 周年の節目の年でもありました。これらを記念し、夏

から秋にかけて、蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念特別展「アノマロカリス、カンブリア紀

の海をゆく」を開催いたしました。アノマロカリスは、今からおよそ 5 億年前のカンブリア紀の生物たちの中

では、最も名の知られた動物です。本展ではアノマロカリスの実物化石を中心に、当館のカンブリア紀動物化

石コレクションから数々の標本を展示し、現在の生物多様性が 5 億年をかけて形づくられてきたものであるこ

とをご紹介しました。船の科学館様の“2024 年度海の学びミュージアムサポート program1「海の企画展サポー

ト」”の助成を受けることができたおかげで、国立科学博物館様をはじめとする博物館や研究機関、個人の方か

らも貴重な標本をお借りすることができ、大変充実した特別展となりました。他にも宇宙開発から深海まで、

さまざまなテーマで特別展や企画展を開催し、多くの皆様にご観覧頂くことができました。 

平成 22 年から始まったワークショップやサイエンスショーは徐々に回数を増やし、現在は毎週土日や祝日に

加え、八月には毎日実施しています。体験活動の人気は年を経ても衰えず、令和 6 年度には、中でも特に人気

のイベント「さがそうシリーズ」の実施回数をお客様の要望により増やしたことにより、参加者数は更に増

加。小学生を対象とした定例講座をはじめ、種々の連続講座にも多くの方がご参加下さり、令和 6 年度にはの

べ 6,220 人の方にお楽しみ頂きました。 

令和 4 年度から生命の海科学館に配属された理科指導主事が中心となり、令和 6 年度は市内の全小中学校 20

校のうち 13 校（小学校 10 校・中学校 3 校）において、のべ 34 回の連携授業を実施することができました。昨

年に比して倍近い実績だけでなく、児童・生徒の皆さんや教員の方々を対象に行った事前・事後アンケートか

らも、微力ながらも学校における理科教育のお役に立てたと思える成果を得ることができました。 

 こうした積み重ねもあって、コロナ禍以降順調に入館者数は伸びており、令和 6 年度には 6 万人を超えまし

た。これもひとえに、連携・協力して下さる皆様、ご利用・ご来館下さる皆様、そして蒲郡市民の皆様のおか

げです。深く感謝いたしますとともに、今後ともなにとぞご支援ご協力を賜りますよう、あらためましてどう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

令和 7 年 3 月 

生命の海科学館 館長 山中敦子 
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Ⅰ 展示部門 

１ 常設展示 

・3 階の有料展示室内において、「カンブリア紀の動物たち」エリアの体験ブース「ぐるぐるバージェスモン

スター」の老朽化に伴い、総合 VIT の視聴ブースに転用し、展示室内で上映しているすべての動画を視聴で

きるようにした。 

 

２ ミュージアム・シアター 

ミュージアム・シアターでは、各日 2～3 本の内容を 1 時間毎に上映しており、年間を通じて様々なシアタ

ーを上映している。以下に令和 6 年度の上映作品名および上映期間を示す。 

 

（1）いきものがたり 

【期間】令和６年 6 月～8 月、令和７年３月～５月 

（2）アルビン号の深海探検 

【期間】令和６年６月～9 月 

（3）生命大躍進 

【期間】令和６年７月～10 月、令和７年 1 月～2 月 

（4）シーモンスター 

【期間】令和６年 10 月～12 月、令和７年３月～５月 

（5）プラネットダイナソー 失われた世界 

【期間】令和６年 11 月～令和７年４月 

  

平成 27 年度より新たな取り組みとして導入した、団体来館用シアター上映は継続して令和 6 年度も導入し 

ている。 

 

３ 特別展・企画展 

  下記の特別展、企画展を実施した。 

 

（1）蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念特別展「日本のサンプルリターン」 

【会期】 令和６年４月 27 日（土）～６月 23 日（日）  56 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 科学ひろば 

【主催】 蒲郡市教育委員会 

【協力】 NPO 法人ギガスター 

【内容】 小惑星や彗星から採取されたサンプルは、地球上の水や生命の材料の起源を知るために非常 

に重要な手掛かりとなる。本展では、採取されたサンプルが地球に持ち帰られたことで明ら 

かになった成果や、今後の計画について紹介した。 
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（2）蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念特別展「アノマロカリス、カンブリア紀の海をゆく」 

【会期】 令和６年７月 20 日（土）～11 月 10 日（日） 102 日間 

【会場】 生命の海科学館 ３階 科学ひろば 

【主催】 蒲郡市教育委員会 

【協力】 国立科学博物館、佐賀県立宇宙科学館、栃木県立博物館、名古屋大学博物館 

【特別協力】 船の科学館「海の学びミュージアムサポート」 

【内容】 アノマロカリスとは、5 億年以上も昔のカンブリア紀の海の中で、最大最強といわれながらも

謎の多い生物である。本展では、アノマロカリスの研究の歴史や最新の知見について紹介した。 

 

（3）蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念企画展「深海 ～遠くて近い不思議な世界～」 

【会期】 令和 6 年 5 月 25 日（土）～9 月 23 日（月・振休）  111 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【協力】 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

【内容】 深海とは一般的に水深 200ｍ以深をさし、人類が簡単に到達することができない暗く冷たい世 

界である。本展では、馴染みの少ない深海の環境やそこに暮らす生物について紹介した。 

 

（4）蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念企画展「化石植物園」 

【会期】 令和 6 年 10 月 5 日（土）～令和 7 年 1 月 26 日（日） 94 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【内容】 地球上の生物量のうち 90％以上を占める植物は、人類にとっても非常に身近な生物である。 

その中の陸上植物は 4 億年以上前に上陸し現在まで繁栄してきたとされている。本展では、陸

上植物の進化と繁栄について紹介した。 

 

（5）蒲郡市生命の海科学館 企画展 「生きた化石展」 

【会期】 令和 7 年 2 月 8 日（土）～5 月 18 日（日） 89 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 ３階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【協力】 豊橋市自然史博物館 

【内容】 生きた化石とは古代から大きく姿を変化させることなく現代まで生き延びている生物のこと 

を指す。本展では、珍しい生きた化石から身近なものまで生態と生き残ったと考えられる理由 

について紹介した。 

 

（6）ミニ展示「第 10 回 看板コンクール入賞作品展」 

【会期】 令和 7 年３月 20 日（木・祝）～５月６日（火・振休）  

【会場】 生命の海科学館 １階 実験工作室前廊下 
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４ 蒲郡の科学ひろば 

  生命の海科学館 3 階の無料展示エリア。宇宙に関する特別展やカンブリア紀の生物に関する特別展など、外

部団体と連携し、当館の展示テーマに直結する特別展を実施。その一環である蒲郡市制 70 周年・生命の海科

学館開館 25 周年記念特別展「アノマロカリス、カンブリア紀の海をゆく」の閉幕に引き続き、「5 億年前の海

の王者アノマロカリス」展示コーナーをオープンした。展示内容は下記の通り。 

 

（1）Anomalocaris canadensis の付属肢化石（実物）をはじめとする標本、模型等の展示 

（2）「よみがえれ！カンブリア紀の生きものたち」パズル、及び現生節足動物の模型観察による体験ブース 

（3）現在の身近な海の生きものたちの樹脂包埋標本の顕微鏡観察コーナー 

（4）動画「全地球史アトラス」上映コーナー（動画提供：新学術領域研究「冥王代生命学の創成」） 

 

５ 地球ひろば 

図書コーナーと展示コーナーの 2 コーナーから構成される。また、一部のエリアを使い、ミニ展示を行った。 

 

（1）図書コーナー 

和書、洋書、児童書、月刊誌、週刊誌あわせて約 700 冊を配架している。 

 

（2）展示コーナー 

愛知工科大学に全面的なご協力を頂き、高度交通システム研究所、宇宙システム研究所をはじめ、様々

な研究施設の紹介パネル、実習教材等を常設展示している。 

令和 5 年 7 月 12 日より、ミニ企画展を実施していない期間は同年 4 月 23 日に実施した「第一回世界

でひとつ！みんなで竹島生き物マップづくりツアー」にて作成した「2023 年春・竹島生き物マップ」を

掲示している。 

また、下記のミニ企画展を開催した。 

 

（2-1）「三河湾環境チャレンジ作品展示会」 

【会期】 令和 6 年 7 月 20 日（土）～8 月 31 日（土） 

（2-2）ミニ企画展「『銀河鉄道の夜』の世界」 

  【会期】 令和 6 年 9 月 14 日（土）～10 月 21 日（月） 

（2-3）「第 15 回惑星地球フォトコンテスト入賞作品展」 

【会期】 令和 6 年 10 月 26 日（土）～11 月 24 日（日）  

【共催】 一般社団法人 日本地質学会 

（2-4）ミニ企画展「僕の古生物たち～Life from long ago～」 

  【会期】 令和 6 年 12 月 7 日（土）～令和 7 年 2 月 24 日（月・振休） 

（2-5）写真展「三河湾でみつけたよ！春のしんきろう」 

  【会期】 令和 7 年 3 月 20 日（木・祝）～6 月 28 日（土） 
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６ 陸のひろば 

陸のひろばでは、古生物ぬいぐるみ・ビニールモデルの展示や約 150 冊を所蔵する児童図書コーナーが設置 

されている。幼児から児童向けに陸のひろば内で古生物ぬり絵を実施している。看板コンクール歴代特選作

品展～10 周年ありがとう～が 3 月 20 日（木・祝）から 5 月 6 日（火・振休）まで実施され、第 1 回から第

10 回までの特選作品の展示が行われた。 

 

７ 資料提供 

教科書、資料集、雑誌等に当館の資料を提供した。以下に示す。 

申請日 出版社等 出版物等  資料 

令和 6 年 

3 月 28 日 

株式会社テイクオーバル 東北大学オンライン講義

内で利用しているスライ

ドへの掲載 

マーチソン隕石の写真・片麻岩

の写真・片麻岩の断面写真・微

惑星の写真 

令和 6 年 

5 月 11 日 

株式会社誠文堂新光社 書籍「おせっかいな 化石

案内～見えないものが見

えてくる！古生物の鑑賞

ポイントを解説してみた

～」  

アノマロカリスの化石写真・ハ

ルキゲニアの化石写真 

令和 5 年 

6 月 7 日 

株式会社技術評論社 書籍「ずかん 古生物のり

れきしょ」 

ハルキゲニアの化石写真 

令和 5 年 

6 月 17 日 

株式会社キウイラボ 書籍「６巻 大地にねむる

化石」／「大地のビジュア

ル大図鑑」（全６巻中の１

巻） 

グリパニアの化石写真・ディッ

キンソニアの化石写真 

令和 6 年 

7 月 3 日 

ハートクリエイション 中部電力生活協同組合情

報誌「ルゥ」に掲載 

クビナガリュウの化石レプリ

カ写真・インカクジラの化石写

真・珪化木の写真・ナンタン隕

石の写真・マーブルバーチャー

トの写真・アノマロカリスの化

石写真・リビスの化石写真・ギ

ョリュウの化石写真・アンモナ

イトの化石写真・展示室の写真 

令和 6 年 

8 月 8 日 

株式会社ニュートンプレ

ス 

書籍「Newton 別冊『最新

ビジュアル古生物図鑑』」 

ハイコウイクチスの化石写真 

令和 6 年 

8 月 11 日 

株式会社創元社 書籍「こどもが学べる 地

球の歴史とふしぎな 化石

図鑑」 

アノマロカリスの化石写真 

令和 6 年 

8 月 27 日 

ヱディットリアル株式会

社 

書籍「みんなが知りたい！

地層のひみつ」 

シーラカンスの化石写真 
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令和 7 年 

2 月 17 日 

新興出版社啓林館 令和９年度文部科学省検

定教科書 高等学校「地

学」 

ハイコウイクチスの化石写真 
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Ⅱ 教育・普及部門 

１ サイエンスショー・ワークショップ等諸行事 

  令和 6 年度に実施したサイエンスショー・ワークショップ、講演会等諸行事について、当館が発刊 

したイベントカレンダーで示すとともに、中止や内容変更等があったイベント等を以下に示す。 

 

（1）イベントの中止 

なし。 

 

（2）イベントの追加開催 

令和 6 年 5 月 11 日（土）11 時～ 企画展スペシャル企画！三葉虫発掘体験 

令和 6 年 5 月 12 日（日）11 時～ 企画展スペシャル企画！三葉虫発掘体験 

令和 6 年 5 月 25 日（土）15 時～ 二酸化炭素くんと遊んで学ぼう！キッズ・サイエンスワークショップ 

令和 6 年 6 月 1 日（土） 18 時～ アンモ night ツアー 

令和 7 年 1 月 12 日（日）11 時～ 14 時～ 植物化石発掘体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 



9 



10 



11 



12 



13 



14 



15 



16 



17 



18 



19 



20 

 



21 

２ 地域連携活動 

生命の海科学館が協力し、館にて実施した教育活動及び広報活動、まちづくり事業等は以下の通りである。 

（1）  ポートタウンまちづくりデイズ アンモナイトツアー（蒲郡東港パートナーズ） 

（2） あいちサイエンスフェスティバル 2024in 蒲郡（名古屋大学、愛知県との共催事業） 

（3） テックスビジョン 2024 ミカワ（蒲郡商工会議所テックスビジョン事務局）サテライト会場企画 

（4） ＪＡＦ会員イベント 

（5） MIKAWA de 遊び 100（観光協会） 

（6） 環境学習協力 AEL ネットスタンプラリー参加 

（7） 名鉄の沿線ハイキング（名古屋鉄道株式会社） 

（8） 西尾と蒲郡のんびり鉄道の旅（名古屋鉄道株式会社、名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会） 

（9） JR 東海「さわやかウォーキング」（JR 東海） 

（10）竹島の海の生きもの観察会（船の科学館 海の学びミュージアムサポート） 

 

３ 連続講座 

（1） 小学校 1・2 年生向け定例講座「かがく工作室」  

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 2 日曜日に開催する小学校 1・2 年生向け定例

講座。 

【講師】 田中 正彰（当館インタープリター）他 

【内容】 空気を集めてポンポン鳥を作ろう、花の色水であそぼう、ゴムで動くウサギのおもちゃを作ろ

う、コロッコロ人形を作ろう など 

【対象】 小学校 1・2 年生  

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 2 日曜日 午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

（2）小学校 3・4 年生向け定例講座「かがく教室」  

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 3 日曜日に開催する小学校 3・4 年生向け定例

講座。 

【講師】 杉浦 崇文（当館インタープリター）他 

【内容】 ゴム動力プロペラカーを作ろう、ステッキをのぼるテントウムシを作ろう、ふんわり鳥を飛ば

そう、音のひみつをさぐろう など 

【対象】 小学校 3・4 年生  

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 3 日曜日 午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

（3）小学校 5・6 年生向け定例講座「理科実験室」 

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 4 日曜日に開催する小学校 5・6 年生向け定例
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講座。 

【講師】 田中 正彰（当館インタープリター）他 

【内容】 インクの秘密をさぐろう、カラーリングフラワーに挑戦、バスボムをつくろう、浮沈子の秘密、

電磁石の性質を使ってモーターを作ろう など 

【対象】 小学校 5・6 年生  

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 4 日曜日 午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

（4）一般科学講座「大人の理科授業“Eureka!”」 

大人向けの自然科学の学習講座を開催。 

【内容】 身近な自然や生活の中にある不思議について、実験や観察を楽しみながら紐解きます。 

【講師】 小田 泰史 さん（蒲郡市立三谷中学校 教諭）第 1 回担当 

近藤 史親 さん（幸田町立中央小学校 教諭）第 2 回担当 

高井 芙樹（蒲郡市生命の海科学館 学芸員）第 3 回担当 

小松 薫（蒲郡市生命の海科学館 嘱託専門員）第 4 回担当 

天野 卓朗 さん（豊川市立南部中学校 教諭）第 5 回担当 

【対象】 内容は大人向け 

【定員】 36 名 

【開催日】令和 6 年 10 月 17 日（木）「クリップモーターで探る磁力の仕組み」 

令和 6 年 11 月 21 日（木）「STAR TOURS エピソード 1～地球体験と相対性理論の世界へ～」 

令和 6 年 12 月 19 日（木）「発掘と観察から知る！貝化石の見分け方」 

令和 7 年 1 月 16 日（木）「ミクロの世界で文房具を見てみよう」 

令和 7 年 2 月 20 日（木）「自然の中の『あみあみ、とげとげ、しましま』を見つけよう」 

＊時間はいずれも、午後 6 時 30 分から 1 時間半程度 

【参加費】100 円 

 

（5） 見えないものを見てみよう！電子顕微鏡講座 

(5-1)「生きもののからだを見てみよう！」  

【内容】 身近な生きもののからだをミクロの世界で見てみます。小さくてよく分からない生きものたち

も、これからは見方が変わるかも…！？今年は昆虫のからだを中心に観察します。 

【講師】 小松 薫（当館 嘱託専門員） 

   【定員】 各回 10 名（小学 4 年生以下は保護者同伴/保護者の同伴は 1 名まで） 

【開催日】令和 7 年 1 月 5 日（日）（1）10 時 30 分～11 時 30 分 （2）13 時 30 分～14 時 30 分 

   【参加費】無料 

 

(5-2)「身近なものを見てみよう！」  

【内容】 みんなが 1 度は見たことがある身近なものを観察します。蒲郡になじみのあるオレンジ色の果

物も電子顕微鏡で見てみると…！？ミクロの世界をのぞいてみよう！ 

【講師】 金沢 真希（当館 嘱託専門員） 
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   【定員】 各回 10 名（小学 4 年生以下は保護者同伴/保護者の同伴は 1 名まで） 

【開催日】令和 7 年 1 月 18 日（土）（1）10 時 30 分～11 時 30 分 （2）13 時 30 分～14 時 30 分 

   【参加費】無料 

 

４ 訪問事業 

令和 6 年度に実施した訪問事業は以下のとおりである。 

 訪問先数 参加者合計人数 

4 月 0 0 

5 月 3 232 

6 月 8 454 

7 月 4 164 

8 月 1 32 

9 月 5 296 

10 月 0 0 

11 月 11 552 

12 月 8 315 

1 月 6 501 

2 月 6 599 

3 月 1 20 

総計 53 3165 

 

５ 学校連携活動（蒲郡市内小中学校の理科授業での連携） 

実施校※市内１３校（小学校１０校・中学校３校）、３４回実施。 

実施日 学校・学年 単元（内容） 方法 

６月１９日（水） 西浦中１年 生物の世界（海の生物標本） 教材貸出 

９月 ２日（月） 蒲南小６年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

９月１１日（水） 西浦小６年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

９月１３日（金） 大塚小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 

９月１８日（水） 蒲北小６年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

９月１９日（木） 西浦中１年 水溶液（透明な筒） 教材貸出 

９月２０日（金） 西浦小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 

９月２０日（金） 形北小６年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

９月２５日（水） 塩津中３年 生物どうしのつながり 

（魚の解剖） 

訪問授業 

９月３０日（月） 竹島小６年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

１０月 ３日（木） 塩津中３年 生物どうしのつながり 

（魚の解剖） 

訪問授業 

１０月 ７日（月） 竹島小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 
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１０月 ９日（水） 三谷小４年 地震（震災の仕組み） 

 ※総合的な学習の時間 

訪問授業 

１０月１１日（金） 三谷小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 

１０月１６日（水） 三谷東小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 

１０月１６日（水） 三谷東小５年 月と太陽（月モデル） 教材貸出 

１０月１８日（金） 蒲北小５年 川と川原の石のようす 訪問授業 

１０月１６日（水） 

  ～１８日（金） 

蒲郡中２年 

 

生物の体のつくりとはたらき

（軟体動物の解剖） 

訪問授業 

１０月２３日（水） 三谷小４年 地震（東日本大震災） 

 ※総合的な学習の時間 

訪問授業 

１０月２５日（金） 西浦中２年 生物の体のつくりとはたらき

（魚類の解剖） 

訪問授業 

１１月 ６日（水） 形北小６年 土地をつくっているもの 訪問授業 

１１月 ７日（木） 竹島小６年 土地をつくっているもの 訪問授業 

１１月 ８日（金） 蒲北小６年 土地をつくっているもの 訪問授業 

１１月 ８日（金） 塩津小６年 土地をつくっているもの 

（化石セット） 

教材貸出 

１１月２０日（水） 西浦小６年 土地をつくっているもの 教材貸出 

１２月 ６日（金） 蒲東小６年 土地のつくりと変化 訪問授業 

１２月 ６日（金） 塩津小６年 化石のレプリカの型 

※クラブ活動 

教材貸出 

１２月１２日（木） 

   １３日（金） 

蒲郡中３年 宇宙の中の地球（隕石） 訪問授業 

１２月１３日（金） 塩津中１年 大地の変化（火成岩セット） 教材貸出 

 １月３０日（木） 塩津中１年 大地の変化（ガーネット） 訪問授業 

 １月３１日（金） 西浦中３年 宇宙の中の地球（隕石） 訪問授業 

 ２月 ７日（金） 

   １０日（月） 

蒲郡中１年 大地の変化（ガーネット） 訪問授業 

 ２月１９日（水） 西浦中１年 大地の変化（ガーネット） 訪問授業 

 ２月２０日（木） 塩津中１年 大地の変化（化石セット） 教材貸出 

  

６ 学校連携活動（その他） 

（1）蒲郡高等学校地学基礎 

隕石はタイムカプセル 

【内容】石質隕石の小片を研磨し、研磨面に見える 46 憶年前の原子太陽系星雲の構成物である微小粒

子を観察し、地球の誕生と海の生成についてそれらからわかることについて学ぶ。 

【日程】令和 6 年 11 月 14 日（木）、12 月 2 日（月）、12 月 11 日（水）、令和 7 年 1 月 16 日（木） 

 

（4） 蒲郡高等学校古生物学 

(2-1) 化石発掘に挑戦 
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【内容】 地層形成の説明や木の葉化石の発掘体験を行い、化石のでき方について学ぶ。 

【日時】 令和 6 年 6 月 11 日（火）（出前） 

(2-2) アンモナイトを観察しよう 

【内容】 アンモナイト化石の観察を行い、古生物が生きていた当時の様子について学ぶ。 

【日時】 令和 6 年 12 月 17 日（火）（来館） 

 

（4） 蒲郡高等学校科学実験部 

(3-1)竹島の海の生きもの観察会 

【内容】竹島で海の生きものを観察した後、樹脂包埋標本を用いて進化を学ぶ。 

【日時】令和 6 年 9 月 16 日（月・祝） 10 時～12 時 

(3-2)電子顕微鏡体験講座 

【内容】 株式会社日立ハイテク様より借用の電子顕微鏡を用いて、科学実験部員が持ち寄った資料の 

微細構造を観察する。 

【日時】 令和 7 年 1 月 22 日（水）、1 月 25 日（土） 

 

（4）蒲郡南部小学校理科クラブ 

(4-1) ふんわり鳥をとばそう 

    【内容】 発泡スチロールでできた「ふんわり鳥」を作り、気流を考えながら工夫して飛ばす。 

    【日時】 令和 6 年 9 月 27 日（金） 

 

(4-2) 水性インクの色の秘密を調べよう 

    【内容】 水性インクの性質を利用して、ペーパークロマトグラフィーで花火の柄を作り、画用紙に貼

る。 

【日時】 令和 6 年 11 月 1 日（金） 

 

(4-3) 宝石をさがそう！ 

【内容】 蒲郡で見られる身近な石の中にあるガーネットを、ルーペや顕微鏡を使って観察する。 

【日時】 令和 6 年 11 月 22 日（金） 

 

(4-4) メビウスの輪・わ・WA！ 

【内容】 紙工作を通して、幾何学の興味深さと楽しさを知る。 

【日時】 令和 6 年 11 月 29 日（金） 

 

(4-5) 化石のレプリカづくり 

【内容】 化石のレプリカづくりを行い、レプリカについて学ぶ。 

【日時】 令和 6 年 12 月 13 日 

 

(4-6) ダヴィンチの橋をつくろう 

【内容】 割り箸を使い、接着剤のいらない橋づくりを行う。 

【日時】 令和 7 年 1 月 24 日（金） 
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（5）愛知大学博物館学各論 1 

  自然史標本の展示について 

【内容】 科学館の展示標本を例に、自然試験博物館の所蔵標本の整理保管や取り扱い、展示方法につ

いて学ぶ。 

【日時】 令和 6 年 5 月 11 日（土）（来館） 

 

７ 研修等の受け入れ 

（1）職場体験学習と高校生インターンシップ 

蒲郡市立形原中学校（3 名）、豊川高等学校インターンシップ 2 年生（3 名）、 

新城市立新城中学校（1 名）、蒲郡市立中部中学校（3 名）蒲郡市立蒲郡中学校（3 名）、蒲郡市立大塚中

学校（3 名）、蒲郡市立三谷中学校（2 名）、 

多機能型就業支援事業所シャリオ(1 名) 

 

（2）博物館実習 

令和 6 年 8 月 21 日（水）から 26 日（月）の 6 日間にかけて、名城大学、岐阜大学、中部大学の実習生

計 5 名を受け入れ、博物館実習を実施した。 

 

（3）教員研修 

理科の授業に役立つ実技講習会（夏季研修会）（21 名） 

蒲郡市内小中学校教員対象「電子顕微鏡体験会」(14 名) 
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Ⅲ ネットワーク構築部門 

１ 連携・協力団体 

ソフト事業（サイエンスショー、ワークショップ、講演会、市民講座、科学講座等）については、平成２２

年度から個人、大学・学校、企業等から支援を受けて実施している。科学館で行う講座として、解りやすさ、

楽しさといった教育要素はもとより、企業の社会貢献やまちづくり・まちの賑わいづくりの一環としても大

きな成果を挙げている。 

令和 6 年度については、個人は 40 名（41 名）、企業協力としては 13 社（12 社）、高校・大学連携として

は 11 校（13 校）、官公庁・団体連携としては、38 団体（41 団体）の協力があった。令和 6 年度において

は、夏休みに限らずイベントを開催していただける企業の開拓をしたため、企業協力社数が増加した。 

※（）は昨年度実績。 

 

(1) 個人協力者（50 音順・敬称略）  

浅井猛、天野卓朗、伊丹和彦、市原千明、伊藤わかよ、岩田智文、岩山勉、大路樹生、尾上瑞紀、岡本清、

小笠原豊、小川公子、尾﨑幸克、小田正人、小田泰史、柿澤浩子、加藤智子、黄瀬正敏、沓名健次、黒須球

子、近藤史親、佐々義子、佐野周二、城倉圭、杉浦博治、鈴木聡、鈴木順久、竹内恵子、田中源吾、都築明

宏、中村元、袴田三花、花島恵里、平出暁、古川クミ、牧哲司、松永淳子、見神元義、山中さん（クラフト

作家）、らんま先生(サイエンスエンターテイナー) 

 

(2) 企業協力社(50 音順) 

㈱アイシン、伊藤光学工業㈱、JR 東海、㈱ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング、竹本油脂㈱、

DAOWORKS㈱、中部電力パワーグリッド㈱、名古屋鉄道㈱、㈱ニデック、日本特殊陶業㈱、㈱日立ハイテ

ク、ミサワホーム㈱、森菊㈱  

  

(3) 高校・大学等 学校連携(50 音順) 

愛知教育大学、海陽中等教育学校、熊本大学、幸田町立中央小学校、江南市立古知野南小学校、桜丘高等学

校、慈恵歯科医療専門学校、星槎名古屋中学校、豊川市立南部中学校、名古屋大学 

 

(4) 官公庁・団体連携（50 音順） 

Earth Science Week Japan、NPO 法人オアシス、NPO 法人ギガスター、NPO 法人ブックパートナー、Sunny 

DAO、TCA 東京 ECO 動物海洋専門学校、あいち産業科学技術総合センター（三河繊維技術センター）、愛

知県環境局環境活動推進課、一般社団法人日本地質学会、石っこプロジェクト、おもしろ科学キャラバン隊、

海洋研究開発機構（JAMSTEC）、神奈川県立生命の星・地球博物館、金沢ヒューマン文庫を愛し守る会、蒲

郡錦友会、蒲郡市学習者デジタルコミュニティ推進協議会、蒲郡商工会議所、蒲郡商工会議所青年部、蒲郡

市立図書館、蒲郡東港パートナーズ、蒲郡まつり実行委員会、くらしとバイオプラザ 21、国立科学博物館、

砕氷艦しらせ、佐賀県立宇宙科学館、静岡科学館る・く・る、自然科学研究機構生命創成探求センター、竹

島クラフトセンター、デザインあや、手しごと工房、伝統文化ふろしき風の会愛知代表、栃木県立博物館、

豊橋エコサイエンスクラブ、豊橋自然史博物館、名古屋大学博物館、名古屋市科学館、東三河地域公共交通

活性化共創プロジェクト、船の科学館、幹の家、名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会   
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２ 協定・参加ネットワーク等 

・あいちサイエンスコミュニケーションネットワーク（あいちサイエンスフェスティバル） 

・公益財団法人 日本博物館協会（愛知県博物館協会） 

・全国科学博物館協議会 

・名古屋大学博物館 相互協力協定 

・みなとの博物館ネットワーク・フォーラム 
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Ⅳ 調査・研究部門 

1 収集・整理・保管 

新着標本 

（1）５点の化石標本を購入した。標本の登録作業は次年度行う。 

（2）１点の復元模型を製作した。詳細は下記の通り。 

 【標本番号】 Md024-1 

【名称・分類】 アノマロカリス・カナデンシス 復元模型 

Anomalocaris canadensis（reconstructed model） 

【素材・大きさ】FRP 製(全長 100cm)  

【モデル制作】 服部雅人 

【監修】 三上智之（国立科学博物館) 

【製造】 株式会社 D-pro，スタジオ塁 

※“2024 年度船の科学館「海の学びミュージアムサポート」”の助成を受けて作成（要 助成表示） 

※令和 6 年 6 月完成，納品 

 

２ 刊行物・出版物 

（1）A3 二つ折りパンフレット「アノマロカリス、カンブリア紀の海をゆく！」 

蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周年記念特別展「アノマロカリス、カンブリア紀の海をゆく」

展示解説パンフレット。 

※“2024 年度船の科学館「海の学びミュージアムサポート」”の助成を受けて作成（要 助成表示） 
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Ⅴ 広報活動部門 

１ 広報活動 

科学館の活動を次の方法で周知を図った。 

（1）行事案内（イベントカレンダー）を、市内観光施設、市内公所、県内各種教育機関に周知した。 

（2）ホームページでは、常に最新情報を掲載した。 

（3）公式 X にてイベント等の情報を投稿することにより、広報活動を行った。 

（4）公式 YouTube チャンネルにて幅広い世代が家でも楽しめるワークショップ動画や、展示についての動

画を掲載することで広報活動を行った。 

（5）アピタ蒲郡店、蒲郡観光協会竹島支所にて、イベントポスターの掲示を行わせていただいた。 

（6）科学系雑誌、教科書などの作成、巡回企画展等における資料提供を行った。 

（7）ワークショップや企画展などのイベントについてマスコミにリリースした。 

（8）雑誌 

まっぷる、ぶらりん蒲郡・西尾、Mamagon、JAF メイト、愛知県環境部「AEL ネットスタンプ帳」、 

中電生協会報「ルゥ」、こどもミライ、広報がまごおり等 

（9）新聞 

中日新聞、読売新聞、毎日新聞、東愛知新聞、東日新聞 

（10）ＴＶ 

三河湾ケーブルＴＶ（テレビ回覧板） 

（11）WEB 掲載 

まなびネットあいち、ベネフィット、タイムズクラブ、リロクラブ、 

愛知県博物館協会「おでかけガイド愛知の博物館」等 

（12）ラジオ 

FM 豊橋、FM EGAO 
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Ⅵ 入館者数 

１ 入館者数の推移 

令和 6 年度の入場者数は令和 5 年度と比較して 4,166 人増加した。 

  分析としては、観光目的として他市・他県からの来館が増加したことにより観覧券入場者数が対前年度比

+1,027 人増加。ソフト事業（サイエンスショー・ワークショップ）の中でも特に人気のイベント（さがそ

うシリーズ）の回数をお客様の要望により増やしたことにより参加者数が対前年度比+588 人増加。当館の

重要展示物であるアノマロカリスの開館 25 周年記念特別展に注目が集まったことにより企画展入場者数が

対前年度比+1,834 人増加。以上のように全体として入場者数が増加したことが要因として考えられる。 

区 分 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 

生命の海科学館入場者数（計） 48,163 41,297 32,155 27,094 27,521 21,604 

内

訳 

市民利用証入場者数 13,102 8,942 6,212 6,106 6,046 4,522 

(市民利用証発行数) 9550 2,837 1,633 1,408 1,526 944 

観覧券等入場者数 35,061 32,355 25,943 20,988 21,475 17,082 

（内訳：有料入場者） 27,525 26,352 21,024 17,588 17,959 14,017 

（内訳：無料入場者） 7,536 6,003 4,919 3,400 3,516 3,065 

区 分 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 

生命の海科学館入場者数（計） 22,713 21,497 20,172 21,323 18,395 33,651 

内

訳 

市民利用証入場者数 3,708 3,887 4,309 4,119 2,710 3,677 

(市民利用証発行数) 983 1,048 1,172 1,122 611 957 

観覧券等入場者数 19,005 17,610 15,863 17,204 15,685 19,534 

（内訳：有料入場者） 15,959 14,559 13,071 14,021 14,147 14,897 

（内訳：無料入場者） 3,046 3,051 2,792 3,183 1,838 4,457 

サイエンスショー・ワークシ

ョップ等 
     7,640 

イベント・企画展入場者数      2,980 

区 分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

生命の海科学館開館日数（日）※1 - - - - 321 318 

生命の海科学館入場者数（計） 46,556 58,149 63,037 66,485 81,556 82,250 

内

訳 

市民利用証入場者数 5,848 5,289 4,258 3,869 4,179 4,053 

(市民利用証発行数) 866 328 362 408 364 301 

観覧券等入場者数 22,325 24,868 28,288 29,474 38,071 39,116 

（内訳：有料入場者） 17,534 17,572 19,507 17,001 24,095 24,363 

（内訳：無料入場者） 4,791 7,296 8,781 12,473 13,648 14,449 

（内訳：年間観覧券入場者）     325 304 

サイエンスショー・ワークシ

ョップ等 
14,910 15,670 16,380 18,746 21,932 21,175 

イベント・企画展入場者数 3,473 3,322 3,325 3,337 4,177 4,267 
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陸のひろば  9,000 10,786 11,059 13,197 13,639 

区 分 29 年度 30 年度 31 年度 
令和 2 年

度 

令和 3 年

度 

令和 4 年

度 

生命の海科学館開館日数（日） 313 314 294 217※ 306※ 315 

生命の海科学館入場者数（計） 84,076 77,122 70,236 21,158 35,891 44,546 

内

訳 

市民利用証入場者数 3,912 3,078 2,467 608 1,122 1,276 

(市民利用証発行数) 331 263 194 119 171 190 

観覧券等入場者数 38,551 35,977 32,158 14,440 25,627 32,651 

（内訳：有料入場者） 24,716 23,197 20,822 9,794 17,356 21,221 

（内訳：無料入場者） 13,648 12,603 11,099 4,646 8,271 11,430 

（内訳：年間観覧券入場者） 187 177 237 55 73 83 

サイエンスショー・ワークシ

ョップ 
20,998 17,802 17,189 1,017 2,999 4,484 

イベント・企画展入場者数 6,229 5,754 6,202 3,729 4,062 2,696 

陸のひろば 14,386 14,511 12,220 0 0 0 

区 分 
令和 5 年

度 

令和 6 年

度 
    

生命の海科学館開館日数（日） 314 314     

生命の海科学館入場者数（計） 56,313 60,479     

内

訳 

市民利用証入場者数 2,100 2,146     

(市民利用証発行数) 216 224     

観覧券等入場者数 38,531 39,558     

（内訳：有料入場者） 25,139 26,181     

（内訳：無料入場者） 13,392 13,377     

（内訳：年間観覧券入場者） 143 208     

サイエンスショー・ワークシ

ョップ等 
5,632 6,220     

イベント・企画展入場者数 3,763 5,597     

陸のひろば 1,897 1,892     

※1 平成 27 年 4 月 1 日に所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管され、生命の海科学館管

理運営規則が施行され、下記のとおり休館日が定められて以降の開館日数を示す。 

［生命の海科学館 休館日］ 

ア 8 月を除く毎週火曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規

定する休日に当たるときは、その翌日とする。 

イ 1 月 1 日から同月 3 日まで及び 12 月 29 日から同月 31 日まで 

※2 令和 2 年度の開館日数 217 日のうち展示室稼働日数は 154 日（新型コロナウィルス感染対策のため） 

※3 令和 3 年度の開館日数 306 日のうち展示室稼働日数は 236 日（新型コロナウィルス感染対策のため） 

※4 館外活動（訪問授業・環境チャレンジ等）の利用者数については、p.23 を参照 
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２ 学校等団体の来館 

令和 6 年における学校等の団体来館を次のとおりである。 

 来館団体数 来館者合計人数 

4 月 3 216 

5 月 2 35 

6 月 6 213 

7 月 9 177 

8 月 7 222 

9 月 14 384 

10 月 11 338 

11 月 12 785 

12 月 8 201 

1 月 3 34 

2 月 11 332 

3 月 9 454 

総計 95 3391 

 

  



34 

Ⅶ 組織・運営 

１ 組織 

（1）科学館事業に関与する部門 

館長（学芸員兼務）、 

副主幹（学校教育課より出向 ※現役理科教諭） 1 名 

係長 1 名 

学芸員（主事）1 名 

専門事務嘱託員（インタープリター）１名 

専門事務嘱託員（デザイン） 1 名 

専門事務嘱託員（教育普及） 2 名 

会計年度任用職員（マリンスタッフ）  13 名 

会計年度任用職員（アルバイトスタッフ）  3 名 

 

２ 職員研修等 

（1） 専任事務員は蒲郡市の既定の研修を受けた。 

（2） マリンスタッフ研修を下記のとおり実施した。 

・3 月 11 日（火）業務改善・展示案内研修 

（3） 学芸員 1 名が外部研修（社会主事講習）を受講。日程は下記のとおり。 

・７月 24 日（水）、25 日（木）、31 日（水）、8 月 1 日（木）、2 日（金）、5 日（月）から８日（木）、

19 日（月）から 22 日（木） 

 

３ 施設の整備 

（1）中庭デッキ床修繕 

中庭デッキ床の朽ちた板の取替修繕を行い設備の安全性を高めた。 

（2）氷蓄熱ユニット修繕 

交換推奨時期が到来した空調の氷蓄熱ユニット基盤の取替を行い、空調設備の継続性、施設の快適性を

高めた。 

 

４ 歳入・歳出 

事業支出については、人件費を初めあらゆるものの物価が上昇し続けており、R5 年度と比べ+14,092 千円

の 127,843 千円となる。今後、人件費、物価等の上昇は想定され支出増加は避けられない状況であるのに加

え、メインコンテンツとなっているシアターをはじめ建物設備の多くに老朽化・故障などが発生しており継

続的に大きな支出が予想される。 

  歳入に関しては、R5 年度と比べ入館者数が増加したことによる入館料が増え、昨年度対比+408 千円の増加

となった。 
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      単位（千円） 

  11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 

支出 ※ 154,987 266,957 234,613 228,313 209,717 155,954 149,738 

収入※※  16,809 15,260 12,705 10,551 10,126 7,832 8,541 

        

  18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

支出 ※ 145,462 130,841 128,649 118,044 129,996 140,865 109,289 

収入※※ 8,130 6,877 7,579 6,755 8,039 7,715 7,804 

        

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

支出 ※ 114,560 112,735 105,605 98,743 104,872 86,882 132,900 

収入※※ 9,040 8,669 9,223 8,020 8,472 7,941 7,065 

        

 
令和 2 年

度 

令和 3 年

度 

令和 4 年

度 

令和 5 年

度 

令和 6 年

度 
  

支出 ※ 114,695 101,353 112,797 113,751 127,843   

収入※※ 3,080 5,371 6,560 7,890 8,298   

※ H27 から所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管されたため、科学館のみの総

支出額（人件費を含む）である。 

※※ 科学館の入館料、企画展・講座・ワークショップ受講料、図録等販売代金の 

合計金額である（但し、ワークショップ受講料は H22 年度から計上）。 

 

５ 助成・補助事業，競争的資金の獲得状況 

2024 年度船の科学館「海の学びミュージアムサポート」プログラム１「海の企画展サポート」（公益財団法

人 日本海事科学振興財団 船の科学館 主催）の採択を受け、蒲郡市制 70 周年・生命の海科学館開館 25 周

年特別展「アノマロカリス、カンブリア紀の海をゆく」（事業期間：令和 6 年４月 1 日～令和 7 年 1 月 31

日）に対し、5 ,640 千円 のご支援を頂いた。 

 

 


